
 

 

 

 

 

 ＲＩＮＴ－ＲＡＰＩＤによるＭａｇｎｅｓｉｕｍ測定をシュミレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２０年０３月２９日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＲＡＰＩＤによる極点図測定は、イメージングプレートとコリメータによる微小部分の極点測定で 

   測定時間は短縮される特徴があるが、解析に工夫が必要になります。 

   以下に｛００２｝の方位解析方法をシュミレーションしてみます。 

   

測定 

 ｛００２｝を単独測定する場合、ω角度は、２５度が適当と考えられます。 

 ２０度や３０度では極点図の中心付近の測定は出来ません。 

 

 

 以下に極点図の中心付近が測定出来ない場合のシュミレーションを行ってみます。 

 扱う方位は、{0001}<10-10>とします。 



｛０００１｝＜１０－１０＞ 

 完全曲点図と極点図の中心と４５以上が欠けている極点図 

   

  

 

 

 

 

 

 

 



４５度以上が欠けている極点図の外挿 

 

 

外挿結果 

 

 



極点図の中心と外側が欠けている極点図の外挿 

 

外挿結果 

 

完全極点図が作成出来ます。 

 



外挿入前後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解析の注意 

 ＲＡＰＩＤでは、ｄｅｆｏｃｕｓの影響を受けるので、ｒａｎｄｏｍ補正が必要です。 

 また、｛００２｝極点図において、底面方位以外では、ＯＤＦ解析を行って下さい。 

 ＭＡＴＬＡＢの環境が使えるなら、ＭＴＥＸがお勧めです。 

 詳しくは問い合わせください。 

 

 


